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全国学力・学習状況調査問題を活用した

第１学年単元末テスト（例）

１章 正の数・負の数
２章 文字を用いた式
３章 一元一次方程式
４章 比例、反比例
５章 平面図形
６章 空間図形
７章 資料の散らばりと代表値
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平成２９年度全国学力・学習状況調査「算数Ｂ」類似問題１章「正の数・負の数」単元末テスト（例）

全国平均正答率 68.1%
全国平均正答率 26.3%

7mのかわりに、7m30cmをこえた部分に着目しても、平均
を求めることができます。

(2) 7m30cmをこえた部分に着目した平均の求め方を、言葉や式
を使って書きましょう。



平成２５年度全国学力・学習状況調査「数学Ｂ」より２章「文字を用いた式」単元末テスト（例）

全国平均正答率 53.4%

全国平均正答率 57.5%
全国平均正答率 25.3%



１章「正の数・負の数」単元末テスト解答

全国平均正答率 68.1%

自校平均正答率 %

全国平均正答率 26.3%

自校平均正答率 %

全国平均正答率 53.4%

自校平均正答率 %

全国平均正答率 57.5%

自校平均正答率 %

（１） １

（２）
（例）7ｍ30cmをこえた部分の平均

を求めます。
（22＋1＋24－10＋13）÷５＝10
もとにした7ｍ30cmに，求めた平均
の10cmをたします。
車が進んだきょりの平均は，
７ｍ40cmです。

２章「文字を用いた式」単元末テスト解答

全国平均正答率 25.3%

自校平均正答率 %

（１） 12

（２） イ

（３）
（例） 正三角形の辺ごとに頂点以外の

碁石を囲んでいるので、１つの
まとまりの個数は（n-2）個である。
同じまとまりが３つあるので、
このまとまりで数えた碁石の個数
は３（n-2）個になる。
このとき、各頂点の碁石を数えて
いないので、碁石全部の個数は、
3（n-2）個より３個多い。



３章「方程式」単元末テスト（例１）

平成２８年度全国学力・学習状況調査「数学Ａ」より

（１）一次方程式２x ＝ x＋３の左辺と右辺それぞれのxに３を代入
すると、次のような計算をすることができます。

このとき、この方程式の解についていえることを、下のア～エまでの
中から１つ選びなさい。

ア この方程式の解は６である。

イ この方程式の解は３である。

ウ この方程式の解は３と６である。

エ この方程式の解は３でも６でもない。

２x ＝ x＋３について、
x=３のとき、
（左辺）＝２×３

＝６

（右辺）＝３＋３
＝６

平成１９年度全国学力・学習状況調査「数学Ａ」より

（２）一次方程式７＝５＋６を次のように解きました。

７x＝５ x＋６ ・・・➀

７x－５x＝６ ・・・②

２ x＝６

x＝３

上の式①から式②への変形では，５ xを右辺から左辺に移項

しました。移項してよい理由は，等式の性質をもとに説明できます。

５ xを移項してよい理由として正しいものを，下のアからエの中

から１つ選びなさい。

ア 式①の両辺に５xをたしても等式は成り立つから，移項してよい。

イ 式①の両辺から５ xをひいても等式は成り立つから，移項してよい。

ウ 式①の両辺に５をかけても等式は成り立つから，移項してよい。

エ 式①の両辺を－５でわっても等式は成り立つから，移項してよい。全国平均正答率 48.2%

全国平均正答率 61.7%



平成２８年度全国学力・学習状況調査「数学Ｂ」より３章「方程式」単元末テスト（例２）

全国平均正答率 79.8%

全国平均正答率 34.6%

全国平均正答率 52.3%



全国平均正答率 79.8%

自校平均正答率 %

全国平均正答率 52.3%

自校平均正答率 %

全国平均正答率 48.2%

自校平均正答率 %

（１） ６分

（３） イ
（例） ３a＋４b＋２ｃ＝６０の式に

b=５、c=６を代入すると、
３a＋４×５＋２×６＝６０

これを解くと、a=  
28

3

これは10より
小さいので、１試合の時間を
10分とすることはできない。

全国平均正答率 61.7%

自校平均正答率 %

３章「方程式」単元末テスト（例２）

（２） ４x ＋ ４×３ = 60

全国平均正答率 34.6%

自校平均正答率 %

３章「方程式」単元末テスト（例１）

（１） イ

（２） イ



このとき，映像の明るさを２倍にするにはどうすればよいですか。
下のア，イの中から正しいものを１つ選びなさい。また，それが正
しいことの理由を，上の式で表される関係をもとに説明しなさい。

ア 投映画面の面積を２倍にする。

イ 投映画面の面積を
1

2
倍にする。

平成２７年度全国学力・学習状況調査「数学Ｂ」より４章「比例と反比例」単元末テスト（例）

全国平均正答率 12.3%
全国平均正答率 30.6%

全国平均正答率 35.5%

健治さんの学校では，新入生歓迎会のときに，体育館で部活動紹介
の映像を流します。映像は，プロジェクターでスクリーンに映し出し
ます。そこで，健治さんはプロジェクターの置き場所を決めるために，
プロジェクターについてインターネットで調べました。

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）投映距離を x m，投映画面の高さを y m とするとき，y を x の式
で表しなさい

（２）スクリーンの高さは4.8m，幅は5.6m です。投映画面を，
スクリーンからはみ出ないようにして，できるだけ大きく
映し出すためには，投映距離を何ｍにすればよいですか。
下のアからエまでの中から正しいものを１つ選びなさい。

ア ５m
イ ６m
ウ ７m
エ ８m

（３）健治さんは，映像が暗くて見えにくいのではないかと
気になりました。しかし，プロジェクターの光源の明るさ
を変えることはできません。
そこで，映像の明るさについて調べると，映像の明るさと
投映画面の面積の関係は，次の式で表されることがわかり
ました。



全国平均正答率 30.6%

自校平均正答率 %

全国平均正答率 35.5%

自校平均正答率 %

全国平均正答率 12.3%

自校平均正答率 %

（１） y=0.6x

（２） ウ

（３） イ
（例） 映像の明るさは投映画面の

面積に反比例するから、

投映画面の面積を
1

2
倍に

すると、映像の明るさは２倍
になる。

４章「比例と反比例」単元末テスト



平成２９年度全国学力・学習状況調査「数学Ｂ」より５章「平面図形」単元末テスト（例）

全国平均正答率 53.2%

全国平均正答率 68.0%

全国平均正答率 14.8%



平成２５年度全国学力・学習状況調査「数学Ａ」類似問題

全国平均正答率 57.5%

全国平均正答率（選択のみ） 47.5%

６章「空間図形」単元末テスト（例）

この円柱の容器の底面を水平にして，球の体積と同じ量の水を

入れます。このとき，円柱の容器にはどの目盛りまで水が入りま
すか。
下のアからオまでの中から正しいものを１つ選びなさい。
また、それを選んだ理由を書きなさい。

ただし、球の半径をrとすると、円柱の体積と球の体積はつぎの
ように表すことができる。

円柱の体積 ２πr３ 球の体積
４
３
πr３

ア 目盛りＡ
イ 目盛りＢ
ウ 目盛りＣ
エ 目盛りＤ
オ 目盛りＥ

（１）次の図のような，直方体から三角柱を切り取ってつくった立体があり
ます。この立体の辺を含む直線について，下のアからエまでの中か
ら正しいものを１つ選びなさい。

ア 直線ＢＦと直線ＤＨは交わる。
イ 直線ＢＦと直線ＣＧは交わる。
ウ 直線ＡＢと直線ＥＦは交わる。
エ 直線ＡＢと直線ＤＣは交わる。

（２）下の図のように，底面の直径と高さが等しい円柱の容器と，
この円柱の容器にぴったり入る球があります。この円柱の
容器には，高さを６等分した目盛りがついています。



全国平均正答率 68.0%

自校平均正答率 %

全国平均正答率 53.2%

自校平均正答率 %

全国平均正答率 57.5%

自校平均正答率 %

（１） ウ

（２）
（例） 四角形ＡＢＣＤを点Ｂを回転の

中心として，時計回りに１２０°
回転移動した図形は，
四角形ＧＢＥＦに重なる。

（１） エ

（２） イ

（例）
4

3
πr3 ÷２πr3 =

2

3

球の体積は円柱の体積の
2

3
倍

である。
球の体積と同じ量の水を円柱に

入れると
2

3
の高さまで水は入る。

目盛りＢは６等分した高さの下から
４つ目なので、目盛りＢまで水が
入る。

（３） ア

全国平均正答率 14.8%

自校平均正答率 %

５章「平面図形」単元末テスト ６章「空間図形」単元末テスト

全国平均正答率
（選択のみ）

47.5%

自校平均正答率 %



平成２９年度全国学力・学習状況調査「数学Ｂ」より７章「データの活用」単元末テスト（例）

全国平均正答率 18.0%

全国平均正答率 50.6%全国平均正答率 79.6%



全国平均正答率 79.6%

自校平均正答率 %

全国平均正答率 50.6%

自校平均正答率 %

（１） 12人

（３）
（例） ２つの度数分布多角形が同じような形で，４２０分未満の

度数分布多角形よりも４２０分以上の度数分布多角形の方が
右側にある。
したがって，１週間の総運動時間が４２０分以上の女子は，
４２０分未満の女子より体力テストの合計点が高い傾向にある。

７章「データの活用」単元末テスト

（２） イ

全国平均正答率 18.0%

自校平均正答率 %



全国学力・学習状況調査「記述式」問題（H25～Ｒ６）

学習指導要領における領域

第１学年 第２学年

数と式 図形 関数
データの
活用

数と式 図形 関数
データの
活用

【事柄・事実】
の説明

平面図形
（H29）

比例、反比例
(H26)

資料の散らばり
と代表値
(H25)

文字を用いた式
の四則計算
(R6) (R5)
(R4) (R3)  
(H27) (H25)

図形の合同
(H31)  (H30)
(H28)

【方法・手順】
の説明

空間図形
(H26)

比例、反比例
(R4)  (R3)

文字を用いた式
の四則計算
(H28)

平行四辺形
(H27)

一次関数
(R6) (R5) 
(H31) (H30)
(H29) (H27)
(H26) (H25)

【理由】
の説明

文字を用いた式
(H30)  (H29)
(H25)

一次方程式
(H28)

比例、反比例
(H28) (H27)

資料の散らばり
と代表値
(R4)    (R3)
(H31) (H29)
(H28)  (H27)

文字を用いた式
の四則計算
(R6) (R5)  
(R4) (R3)   
(H31) (H30)  
(H27) (H26)
(H25)

平行四辺形
(R3)
図形の合同
(R6) (R5)   
(R4) (H29)  
(H28) (H27)  
(H26 )(H25)

一次関数
(H25)

確率
(H30) (H26)

箱ひげ図
(R6) (R5)

「どの単元で」、「何が」 説明できるようになる必要があるのか。

上記の調査問題の類題を、数学問題データベースで配信中
解答・解答類型付き


